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竣工図作成に伴う検証要領
　竣工図と現場の不整合による引渡後のﾄﾗﾌﾞﾙ防止及び滅失利益削減を目的として、下記の
手順に準じ図面の管理及び検証を実施する。
1． 竣工図作成にあたり設備工事担当者は、顧客要求事項を把握するため事前に施主及び
設計事務所と竣工図のあり方について協議する。
2． 設備工事担当者は、作成すべき竣工図を想定し契約時設計図面及び施工図面を所長に
説明のうえ作業所に保管する。（以降、管理図面という）
3． 施工前会議において担当ＧＬは、再度主旨の説明を所長及び協力会社へ行うと共に
管理図面の修正状況を確認する。
4． 協力会社現場代理人は、各段階の施工完了時管理図面と現場とが相違ないかを確認し、
修正が生じた場合は日付を入れ赤で加筆する。
5． 工事担当者は、定例打合等現場巡視時、特に下記内容について管理図面と現場とが
相違ないかを確認する。
(1) ＶＥ/ＣＤによる変更部分
(2) 追加変更工事等による変更部分
(3) 管材、管径、ﾙｰﾄ他
　　尚、いんぺい部分については写真にて確認する。
6． 初期検査時に検査員は、管理図面の修正状況を確認すると共に管理図面と現場が相違
7． ないかを確認する。
8． 社内中間検査及び社内完成検査時に検査員は、管理図面の修正状況を確認する。
８．設備工事担当者は、竣工図の提出時期を施主と協議する。変更が多い場合は、提出日
延長の申し出をする等工程の調整を行う。
９．協力会社現場代理人は、建築図面と設備図面の整合を取ると共に管理図面を基に竣工
図を作成する。
10．設備工事担当者は管理図面が竣工図に反映されているかを確認し、修正が完了してい
る場合は設計事務所に送付する。（設計施工の場合は、管理図面と竣工図を設計部へ
送付する。）
11．設計施工の場合、当社設計担当者は、上記同様内容を再度確認後施主へ提出する。
